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太陽光で健康・安全・安心な「ラクラク」生活
～安くて災害にも強い、日本を豊かにするゼロカーボンのエネルギー～



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

真の脱炭素には建築の性能向上が不可欠です！



大事なことは日本のどこでも誰もが健康快適・安心して暮らせること！

新築では
ZEHを超えた

断熱・省エネ・再エネを
当たり前にしよう

家を借りても
いい暮らしができる
高性能賃貸を！

既存の無断熱住宅も
性能向上リノベで
十分な性能を確保！

新築はもちろん賃貸・既存改修にも太陽の恵みを全ての人に！



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



冬に
メチャクチャ寒い

吉田兼好以来の
『通風の夏旨』



住宅が低断熱・低気密だと家の中が超低温！

おまけに石油ストーブは室内の空気も汚してしまう



低断熱・低気密 × ストーブ採暖 ＝ 寒くて空気も汚れている！

断熱不足
↓

熱負荷増大
高温空気が必要に
暖房費も高額に

気密不足
↓

冷気が下から流入
暖気が上から流出

床下の冷気が侵入するので
床表面や足元が冷たい

特に窓の
断熱・気密が
不足している

在室時のみ暖房
↓

放射温度が低いまま
高温空気が必要に

ストーブ採暖
↓

空気を汚し
水蒸気が結露

ダニカビの原因に



エアコンは高効率で空気を汚さない最高の暖房設備

ただし住宅が低断熱・低気密だと足元は寒いまま！



低断熱・低気密 × エアコン暖房 ＝ 空気は汚れないけど足元から寒い！

断熱不足
↓

熱負荷増大
高温空気が必要に
暖房費も高額に

気密不足
↓

冷気が下から流入
暖気が上から流出

床下の冷気が侵入するので
床表面や足元が冷たい

特に窓の
断熱・気密が
不足している

在室時のみ暖房
↓

放射温度が低いまま
高温空気が必要に

エアコン暖房
↓

高温の暖気が
顔に当たり乾燥感
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断熱気密は日本の気候には合わない
ムリすると木が腐る







等級４ 等級５

等級６ 等級７
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遠赤外線カメラで
表面の温度分布から

断熱性能の違いをチェック！

断熱とか気密とかいうけど
本当に言うほど

差があるのかしら？



等級４ 等級５

等級６ 等級７
床温度16℃ 床温度18℃

床温度22℃ 床温度24℃

断熱を強化すると
足元から暖かいのね
これ見ちゃうと
断熱等級６以上が
欲しくなるわね～
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断熱等級６以上なら
全館連続空調でも

増エネにならないから
電気代も安心だね！



断熱気密＋暖房
冬旨の家

冬に
メチャクチャ寒い

吉田兼好以来の
『通風の夏旨』

家中を暖房すると
電気ガス代が
高すぎる！



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



吉田兼好以来の
『通風の夏旨』

寒い冬も暖かい
『冬旨』

高断熱高気密冬寒い 夏暑い

樹脂窓・内窓

夏が急激に
暑くなっている！



東京は100年前の1920年代→ 2025年
どれだけ暑くなったのか？

年最高気温

34.8℃→38.5℃

真夏日
日最高30℃以上
41日→88日

熱帯夜
日最低25℃以上
3日→55日

猛暑日
日最高35℃以上
1日→29日



学校A 教室1（未改修）



07/18 最高気温38.2℃ （学校A 教室１）

17℃設定でエアコン冷房しても熱侵入が多すぎて部屋が冷えない

エアコン吹出温度は約10℃



屋根の表面温度
45℃

学校A 屋上 07/18 最高気温38.2℃



無断熱で超高温の天井の放射熱で
頭が加熱されてクラクラする暑さ！

天井の表面温度
42℃

最高気温38.2℃の日（07/18 ）における無断熱の教室
25



日射遮蔽されていない窓からの日射熱は危険！



学校B 教室2（未改修） 07/19～21

ムリに窓開け換気すると高温で湿った外気が浸入して冷房ができない



天井が無断熱なので
屋根の太陽熱が

そのまま室内に侵入

日射遮蔽がないので
窓への日射が

そのまま室内に侵入

無断熱・無換気の教室は危険な暑さで空気も汚れている！
エアコン電気代の負担も大きくCO2もいっぱい出しています

外気が高温で
窓開けができず

換気不良

エアコンをつけても
室内は涼しくならない！



子供たちが
耐え難い暑さに
苦しんでいる！

子供たちが
かわいそうです

なんとか
なりませんか？

これは
見過ごせません
我々住宅のプロに
おまかせあれ！
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天井・壁に断熱材を敷設
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グラスウールの
ホットプレート焼き

熱の勝手な出入りを断ち
表と裏に温度差を作り出すのが「断熱」



窓に日射遮蔽を追加



CO2濃度を基準値内に維持するよう
換気ファンを制御する

デマンド換気コントローラー

換気扇にデマンド換気コントローラーを追加



天井を断熱して
屋根からの日射熱を

防ぐ

内窓や付属物で
窓への日射の

室内侵入を防ぐ

断熱改修で教室を涼しく空気もキレイにできます
エアコン電気代も節約できCO2も減ってすごくお得です

デマンド換気で
換気量を確保し
キレイな空気と

涼しさと
を両立



窓アルミ反射・天井断熱（冷房時）窓カーテン・天井断熱なし（冷房時）

断熱と
換気設備で
健康快適で
省エネに！



断熱ワークショップの効果

36

断熱後の体感
残暑厳しい9月初旬

埼玉県芝川小学校
4年1組の児童に
アンケートを実施

「キーン！」と冷えて
とっても涼しく

学校に行くのがたのしみ
に

木のきれいなかべのほう
がじゅぎょうがしやすい

参加してみたい
他の人にもよろこんでほ
しいから

集中できる

木のにおいがとてもいい
においですてき









最上階の未改修教室 最上階の断熱改修済教室



文部科学省 学校施設のZEB化の手引き https://www.mext.go.jp/content/240314-mxt_sisetujo-000034499_1.pdf

















吉田兼好以来の
『通風の夏旨』

断熱気密＋暖房
『冬旨』

日射遮蔽＋冷房
『一周した夏旨』

冬寒い 夏暑い 家中を暖冷房すると
電気ガス代が
高すぎる！



https://www.s-housing.jp/archives/396142

猛暑化で冷房が必須
電気代が負担に



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！















冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



https://www.bousai.go.jp/kyoiku/hokenkyousai/jishin.html
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https://www.meti.go.jp/shingikai/sankoshin/hoan_shohi/denryoku_anzen/denki_setsubi/pdf/020_01_01.pdf
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 詳細編：より詳細な情報（根拠・参考文献を含む）が記載さ
れた資料。研究者や個別の分野で対策を検討する専門家の利
用を想定。

 概要版（本資料）：「本編」を簡略にプレゼンテーション形式で
まとめた資料。勉強会や講演等での利用を想定。

 都道府県別リーフレット：地域ごとの気候変動の観測結果・将
来予測を概観できる、見開きのリーフレット。

 その他の資料
 公開ページ：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/index.html
 HTML版： https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/2025/html_honpen/cc2025_honpen_index.html
 解説動画：気象キャスターと気象庁職員の対話形式で、気候変動についての理解を深める。

https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/movie/index.html
 本報告書からの引用等について：https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ccj/2025/html_honpen/cc2025_honpen_13.html#source

気候変動が世界及び各地域で進行。 ➡ パリ協定の採択・発効（2℃目標）。
日本では、気候変動適応法に基づく気候変動適応計画を閣議決定（2018年）。気候変動対策
は科学的知見に基づいて実施することとされる。

文部科学省・気象庁は、国民の皆様・事業者・地方公共団体・国が、気候変動対策の基盤情報
として使えるよう、自然科学的知見を取りまとめた『日本の気候変動2020』を作成・公表。
➡環境省の『気候変動影響評価報告書』等に活用。

今回、2025年3月に最新の知見・成果を盛り込んだ『日本の気候変動2025』を作成・公表。

観測結果（過去～現在）と将来予測（未来）を簡潔に示した「本編」のほか、以下の資料で構成。
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652019年 台風15号による停電被害



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



アメリカを再び偉大に！
これからは脱・脱炭素！ 再エネ・EVクソ！

国内で石油と天然ガスを掘りまくって
ガソリンを安くしてインフレを抑えるのだ！

パリ協定は就任１日目に脱退してやったぜ！

うお～
トランプは俺たちの苦しみを

分かってくれるぜ～

クックック
本当は搾取されてるのに
気づかないバカなやつらだ



日本は
脱・脱炭素

するべきなのか？
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原油 石油製品 石炭 天然ガス 石油ガス 合計

2022年の
化石燃料輸入総額は
過去最高の33.4兆円

輸入総額の28%を占める
最大の赤字項目

化石燃料を輸入するほど外貨が流出して日本は貧しくなる



2022年の貿易収支
自動車の輸出
（部品含む）

化石燃料の輸入

33.4兆円 16兆円＞



冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！
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1920代 1930代 1940代 1950代 1960代 1970代 1980代 1990代 2000代 2010代 2020 2021 2022 2023 2024 2025

札幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 0 2

盛岡 1 0 1 0 0 1 0 1 1 2 0 7 0 5 1 9

仙台 1 1 0 1 0 0 0 1 1 2 2 0 5 7 3 15

前橋 1 2 2 1 2 5 4 11 10 19 17 15 18 36 36 53

東京 1 1 2 1 2 2 1 4 4 8 12 2 16 22 20 29

名古屋 5 8 11 7 8 5 5 11 15 18 24 8 16 32 47 52

大阪 2 4 7 4 6 6 6 10 15 18 22 15 14 27 41 45

広島 3 2 0 0 1 0 0 7 6 11 15 7 8 16 45 18

福岡 2 4 3 3 5 3 3 7 5 5 9 1 9 3 18 7

那覇 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0

0
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50

60

猛
暑
日
の
日
数

[日
/年

]
日最高気温が35℃以上の「猛暑日」の日数

1990年以降から
増加傾向

2023年以降に
猛暑日急増！

1980年代まで
猛暑日はほとんどなかった

東京
1920年代→2025年

1日→29日



1920代 1930代 1940代 1950代 1960代 1970代 1980代 1990代 2000代 2010代 2020 2021 2022 2023 2024 2025

札幌 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 7 2 2

盛岡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 11 1 1

仙台 0 0 0 0 0 0 1 2 1 5 10 5 4 36 25 24

前橋 0 0 1 1 1 1 1 7 5 15 19 15 20 42 41 37

東京 3 7 8 12 15 17 21 29 28 35 27 19 27 57 47 55

名古屋 1 1 1 2 6 6 10 19 24 33 36 27 35 49 56 73

大阪 13 12 10 16 29 27 27 38 44 44 47 37 51 61 72 81

広島 5 7 4 7 11 8 11 29 31 39 39 22 52 59 67 72

福岡 6 12 9 11 13 11 15 29 23 30 27 23 47 36 60 57

那覇 50 56 46 76 83 76 91 103 103 114 108 129 113 123 137 129
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熱
帯
夜
の
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数

[日
/年

]
日最低気温が25℃以上の「熱帯夜」の日数

100年前は
那覇以外では
熱帯夜は

ほとんどなかった 1990年以降に
増加傾向

2023年以降に
熱帯夜も増加！

熱帯夜
1920年代→2025年

3日→55日









冬の寒さがヤバイ 夏の暑さがヤバイ 電気代がヤバイ

地球がヤバイ日本がヤバイ自然災害がヤバイ

これらはすべて建築の性能不足が原因です！



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

真の脱炭素には建築の性能向上が不可欠です！



①断熱・気密の力
熱や空気の勝手な出入りを防いで

室内の温度を整え
暖冷房に必要な熱を減らす

②窓の力
窓の上手な設計で

太陽の熱を季節ごとに制御
自然光や眺望ももちろん大事

春・秋には通風も活用

④太陽光発電の力
自然エネルギーから

タダでCO2フリーの電気を作る

健康・快適で電気代も安心な家を実現する！

家の環境に関わるエコの５つの力

夏も冬も
健康快適

空気が
キレイ

電気代も
安心

③設備の力
暖冷房と換気設備を
上手に組み合わせて
室内環境を健康快適に

⑤制御の力
空調・給湯の効率を高め
太陽光の電気でまかなう



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

屋根に載せればタダでCO2フリーの電気を
供給してくれる太陽光発電は最強！





太陽光発電はインチキ！
再エネ賦課金が電気代を高くした！
トラブルだらけで環境にもよくない！



2012年から
太陽光発電の普及が
急ピッチで進む

再エネ賦課金で
太陽光がない人の負担が増える

なんで地球のために私たちが
苦しい目にあわないと

いけないの？

みんなの鬱積した不満に
政治が火をつける

再エネ賦課金ってナゼ
払わないといけないの？

地球のためです
素人は黙って

我慢すればいいんです
やっぱり騙されていたのね！

絶対ゆるせないわ！

あなたを貧しくしている
再エネはクソ！ぶっつぶせ！

ウチは屋根に太陽光
載せる余裕がない・・

投資してもらうために
大盤振る舞い
しすぎた感あり

太陽光発電への不信が高まっているが、恩恵は広くみんなに届いている



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

真の脱炭素には建築の性能向上が不可欠です！









太陽光発電はインチキ！
再エネ賦課金が電気代を高くした！
トラブルだらけで環境にもよくない！
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10kW未満 10～50kW 50kW以上図12 太陽光発電の買取単価は大幅に引き下げ

買取価格は毎年引き下げ

FIT開始直後の
買取価格が

高すぎたことが
再エネ賦課金が
高騰した原因 2017年から50kW以上はFIPに移行

卸市場JEPX価格と
大差ない水準に

出展：経産省調達価格等算定委員会資料
10kW以上の2022年以降の値は基準価格の入札平均

家庭用 小規模業務用 大規模事業用

太陽光発電の買取単価はすでに大幅に引き下げられている
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図10 再エネ賦課金は増加しているが・・・

10kW以上の
事業用

太陽光発電が
買取金額の7割！

図11 再エネの買取総額の伸びは鈍化傾向

2023年は
賦課金
減少

2024年度は
前年の燃料価格下落で
賦課金も再び上昇

買取総額の増加に伴い
賦課金も高額に

買取金額から
化石燃料節約による
「回避可能費用」を
差し引いた分が
翌年の賦課金に

10kW未満の
家庭用はすでに減少傾向

高額買取の
事業用太陽光により
買取総額は急増

最近の伸びは鈍化

家庭用の太陽光発電がこれから増えても再エネ賦課金は高くならない



冷房を安心して
使えるようになったのは
太陽光発電のおかげ！



太陽光発電のおかげで昼間に安い電気をみんなが使えている！



市場価格連動型の電力料金なら太陽光の安い電気を利用できる



https://www.jpea.gr.jp/news/23653/



https://www.jpea.gr.jp/news/23667/



冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

屋根に載せればタダでCO2フリーの電気を
供給してくれる太陽光発電は最強！



• 初期費用が高額である → 初期コストの工夫は色々できます タダ載せのPPA・リースもあります

• 「元がとれる」説明ができない → 略算ツールも使えますが、１０年程度でペイバック

• 太陽光パネルの耐久性に不安がある → 今のパネルは非常に長寿命です

• パワコンなどの耐久性に不安がある → １５年程度で交換が必要ですが、交換費はペイします

• 雨漏りの原因になる → 新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます

• 火事の原因になる・火事になった場合に消火できない → デマです ご安心ください

• 使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます

• 製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１～２年で元が取れます

• メーカーが日本企業ではない → 国内でパネルの組み立てをやっている会社もあります

• シリコン・パネル製造時の人権問題に不安がある → 解決に向けて動き始めています

太陽光発電をめぐるFAQ



https://sites.google.com/view/pv-factcheck/



太陽光パネルは雨漏りの原因に？
日本住宅保証検査機構(JIO)

2008年12月から2020年06月の期間にJIOが受けた
「新築住宅瑕疵保険」の約100万件



雨漏りの原因になる→新築でほぼゼロ 雨漏りしても瑕疵担保保険でカバーされます
日本住宅保証検査機構(JIO)

2008年12月から2020年06月の期間にJIOが受けた
「新築住宅瑕疵保険」の約100万件 太陽光が原因の雨漏りはたった２件！



標準施工で雨漏りしたことは１度もありません！



太陽光は火事の元？ 火事になったら火も消せない？



太陽光が原因の火事は10年でたった13件！



感電しない噴霧状の放水は全ポンプ車に標準搭載



消火した後はパネルに遮光シートを載せて発電を防止！



「太陽光があろうとなかろうと我々は必ず消火します！」



使用済パネルの処分方法に不安がある → 改善に向けた取り組みが進んでいます



ガラスとシートをキレイに分離するホットナイフ方式



あっという間にガラスとシートがキレイに剥ける！



キャパは十分なんでパネルどんどん持ってきて下さい！



東北大学
白鳥先生

PV Cycle
小野様

太陽光パネルの最終廃棄は大丈夫か？



EUのやり方に基づいたリサイクル体制を構築中



太陽光が2年程度で
元がとれるという結論が
１０年前に出ている

もう研究している人も
少ないのが現状

製造過程での有害物質やCO２排出に不安がある → 製造時のCO2は１～２年で元が取れます
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1970年代 1980年代 1990年代 2000年代 2010年代 2020年代

日本の家電メーカー
世界市場で惨敗

効率頭打ち
新ネタ枯渇

急速に普及した
クーラー
エアコンの

高効率化が進む

白物や情報家電
日本メーカーの
省エネは世界一に

2001年世界初の
ヒートポンプ給湯機
エコキュート誕生

家電・設備の
「黄金期」

LED照明の
実用化には
日本の貢献大

断熱すると
家が腐るぞ～

日本の家に
断熱気密なんて
とんでもない！

1999年の
断熱等級４以降は
ほったらかし

日本の省エネは
1970年代の

オイルショックから！

まじめに住む人のことを考える
作り手の努力のおかげで

断熱・気密は「いぶし銀」に

断熱の技術は
寒冷な

北海道から！

サンシャイン計画などで
太陽熱・太陽光の
研究が始まる

日本の太陽光発電
世界のトップランナーに

最強の「飛び道具」として
普及を目指すも・・ 日本企業

世界市場で惨敗

原発事故以降に
固定価格買取制度FIT導入も

太陽光バルブ崩壊
アンチがあふれる国に転落

へっオレは
納得してない
けどな～



欠点が一つもないエネルギーは存在しない

でも太陽光発電が圧倒的にマシなのは間違いない











欠点が一つもないエネルギーは存在しない

でも太陽光発電が圧倒的にマシなのは間違いない



野立てソーラー
地域に恩恵がある
スキームの徹底
（実例多数）

とはいえ名誉挽回は
相当大変・・・

営農型
ソーラーシェアリング

当事者の農家が一番嬉しい
スキームの徹底

農家ファースト 住民ファースト

太陽光ヘイトに負けない「当事者に一番の恩恵が届く」普及策

屋根載せ
ルーフトップ

当事者の住民が一番嬉しい
スキームの徹底



系統を利用すれば
高額な託送料金

（電線の使用料）が
一律でかかる

屋根載せ太陽光の
自家消費なら

本当にタダの電気が
使える



屋根載せ太陽光は「住民ファースト」な唯一のエネルギー源
• 電力系統の託送料金が不要で、一度載せれば住民がタダの電気が利用できる
• 部材価格が低下 調達・設計・施工の工夫で設置コストは十分に下がっている
• PPAなど初期コストを抑えて載せる方法が整備され普及している

• FIT売電単価の引き下げで、売電しても再エネ賦課金は増えず周りに迷惑をかけない
• 住民の工夫で自家消費を増やせば、もっとお得に １０年以内に元がとれる
• おひさまエコキュートやハイブリッドなど昼間沸き上げ給湯器ならコストアップ僅少
• 蓄電池が今後安くなれば、自家消費はますます容易に 停電対応もバッチリ

究極の分散電源である屋根載せ太陽光のメリットを強力に訴求すべき







自家消費促進＋載せ方の合理化で１０年以内に元を取ろう！



電気代を高くする
太陽光はクソ！
ぶっつぶせ！

最近の夏は暑さが
シャレにならんぞ
電気代きつい・・

太陽光あれば
冷房を安心して
使えますよ！

お安く載ります！

おっおう
冷房使い放題か
しっ仕方がねえ
まあ許してやるか

今、困っている人に恩恵を届けてこそ再エネの理解と普及が進む

たっ太陽光発電なんか
いっ今でも全然

好きじゃないんだからな！



大事なことは日本のどこでも誰もが健康快適・安心して暮らせること！

新築では
ZEHを超えた

断熱・省エネ・再エネを
当たり前にしよう

家を借りても
いい暮らしができる
高性能賃貸を！

既存の無断熱住宅も
性能向上リノベで
十分な性能を確保！

新築はもちろん賃貸・既存改修にも太陽の恵みを全ての人に！



大手ハウスメーカーは
太陽光設置を
すでに標準搭載

経産省はゼロエネルギー住宅(ZEH)で太陽光を推進

一般工務店の
太陽光搭載率が低い

住宅屋根載せ太陽光の拡大には工務店の協力が欠かせない









高断熱＋太陽光の高性能賃貸の普及が始まる！



既存住宅にも
断熱＆耐震改修と合わせて

太陽光後載せを！







断熱材の新規充填 内窓の追加

耐震ボードの追加

改修前

こちらのお家は屋根の形もスッキリさせて
太陽光発電までしっかり後載せしたのね

耐震だけでなく省エネ・再エネも全部載せの
新築に負けないフルスペックのリフォームなら

健康快適で電気代も安心な暮らしが
バッチリ実現できちゃうわね！

断熱の最大の弱点になる窓の強化は
断熱リフォームの１丁目一番地だね
壁・床・天井にも断熱材を詰め直して

最後に耐震ボードを張れば
断熱・耐震性能は爆上がりだよ！

P6下

改修後



太陽光パネル
構造への負担が少ない
薄型・軽量タイプ

窓の日射遮蔽

家庭用エアコンを分散配置
安価で高効率!(富士通ゼネラル) 蓄電池

太陽光余剰で充電
災害対応も
バッチリ！

系統電力は既存の
照明等だけ賄う

既存も含めて創蓄設備で
賄うことも可能

電力契約
冷房追加でも

デマンド値は変わらず
電力料金を抑制

太陽光発電
エアコン電力を

全て賄う
体育館全体を
賄うことも可能

冷房負荷の削減
内部温熱環境の改善が

重要！

設置コストが安くて電気ガス代ゼロの「ゼロカーボン体育館冷房改修」 概念図
自家消費創蓄設備

屋根の
断熱遮熱

系統電力から独立した
太陽光＋蓄電池システム

（REPO再生可能エネルギー推進機構）

(YKKAP)

修理・交換も安価で簡単！
運用時は

カーボンゼロ
地球環境にも
優しい！

毎年の電気・ガス代はゼロ！





144

夏の体育館は灼熱地獄！ 特に天井が高温に



内付けカーテンは日射熱を吸収するので遮蔽効果小！



146

体育館は冬はすごく寒い！ 避難しても暮らせない！？



https://www.mext.go.jp/content/20250306-mxt_sisetujo-
000010164_1.pdf?fbclid=IwY2xjawNNp5JleHRuA2FlbQIxMQABHnmzZ61jlvKCnT7Ur27GQGsCFiZZIqc1V_8C6z1A3
W5WBoe58UAK4jAPymo0_aem_S15OSZec--6rqlF32zXOvQ





既存の小学校ではガスヒートポンプによる「ガス冷房」が多い



ガスHPは低効率・不経済で脱炭素にもならない可能性が大きい



EHP/GHPだけで
4000万円近い

イニシャルコスト！

もちろん
電気代・ガス代が

毎年飛んでいく・・・



太陽光パネル
構造への負担が少ない
薄型・軽量タイプ

窓の日射遮蔽

家庭用エアコンを分散配置
安価で高効率!(富士通ゼネラル) 蓄電池

太陽光余剰で充電
災害対応も
バッチリ！

系統電力は既存の
照明等だけ賄う

既存も含めて創蓄設備で
賄うことも可能

電力契約
冷房追加でも

デマンド値は変わらず
電力料金を抑制

太陽光発電
エアコン電力を

全て賄う
体育館全体を
賄うことも可能

冷房負荷の削減
内部温熱環境の改善が

重要！

設置コストが安くて電気ガス代ゼロの「ゼロカーボン体育館冷房改修」 概念図
自家消費創蓄設備

屋根の
断熱遮熱

系統電力から独立した
太陽光＋蓄電池システム

（REPO再生可能エネルギー推進機構）

(YKKAP)

修理・交換も安価で簡単！
運用時は

カーボンゼロ
地球環境にも
優しい！

毎年の電気・ガス代はゼロ！



窓の日射遮蔽

①冷房能力120kW
断熱・遮熱なし

500万円

②冷房能力90kW
断熱・遮熱あり

③冷房能力60kW
断熱・遮熱強化

エアコン電力量
太陽光容量
蓄電池

自家消費創蓄設備

家庭用エアコン

屋根断熱

700万円900万円

1,211万円

405kWh/日
42.12kW
64kWh

既存設備にも
電力供給

新設ACのみ
電力供給

405kWh/日
60.84kW

96.42kWh
1,671万円

0万円 0万円

0万円 0万円

※価格は概算です 物件の条件によって変化します

？万円 ？万円
8.0kW@8台9.0kW@10台9.0kW@14台

？万円

？万円 ？万円

？万円

合計 2,111万円 2,571万円 ？万円 ？万円
断熱改修なしでも創蓄設備＋家庭用エアコンで
業務系EHP/GHPより初期コストが大幅削減
もちろん毎年の電気代・ガス代・CO2はゼロ！

屋根断熱＋窓の日射遮蔽で冷房熱負荷を抑え
創蓄設備と家庭用エアコンをコンパクト化し
快適性とコストを最適化（現在検討中）

屋根断熱＆
窓の日射遮蔽で

冷房熱負荷低減＆室内温熱環境改善

設置コストが安くて電気ガス代ゼロの「ゼロカーボン体育館冷房改修」初期コスト試算

文科省GHP試算
3,790万円





冬は暖かい 夏は涼しい 電気代も安心

地球も元気に日本が元気に災害でも安心

屋根に載せればタダでCO2フリーの電気を
供給してくれる太陽光発電は最強！


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46
	スライド番号 47
	スライド番号 48
	スライド番号 49
	スライド番号 50
	スライド番号 51
	スライド番号 52
	スライド番号 53
	スライド番号 54
	スライド番号 55
	スライド番号 56
	スライド番号 57
	スライド番号 58
	スライド番号 59
	スライド番号 60
	日本の気候変動2025について
	スライド番号 62
	スライド番号 63
	スライド番号 64
	スライド番号 65
	スライド番号 66
	スライド番号 67
	スライド番号 68
	スライド番号 69
	スライド番号 70
	スライド番号 71
	スライド番号 72
	スライド番号 73
	スライド番号 74
	スライド番号 75
	スライド番号 76
	スライド番号 77
	スライド番号 78
	スライド番号 79
	スライド番号 80
	スライド番号 81
	スライド番号 82
	スライド番号 83
	スライド番号 84
	スライド番号 85
	スライド番号 86
	スライド番号 87
	スライド番号 88
	スライド番号 89
	スライド番号 90
	スライド番号 91
	スライド番号 92
	スライド番号 93
	スライド番号 94
	スライド番号 95
	スライド番号 96
	スライド番号 97
	スライド番号 98
	スライド番号 99
	スライド番号 100
	スライド番号 101
	スライド番号 102
	スライド番号 103
	スライド番号 104
	スライド番号 105
	スライド番号 106
	スライド番号 107
	スライド番号 108
	スライド番号 109
	スライド番号 110
	スライド番号 111
	スライド番号 112
	スライド番号 113
	スライド番号 114
	スライド番号 115
	スライド番号 116
	スライド番号 117
	スライド番号 118
	スライド番号 119
	スライド番号 120
	スライド番号 121
	スライド番号 122
	スライド番号 123
	スライド番号 124
	スライド番号 125
	スライド番号 126
	スライド番号 127
	スライド番号 128
	スライド番号 129
	スライド番号 130
	スライド番号 131
	スライド番号 132
	スライド番号 133
	スライド番号 134
	スライド番号 135
	スライド番号 136
	スライド番号 137
	スライド番号 138
	スライド番号 139
	スライド番号 140
	スライド番号 141
	スライド番号 142
	スライド番号 143
	スライド番号 144
	スライド番号 145
	スライド番号 146
	スライド番号 147
	スライド番号 148
	スライド番号 149
	スライド番号 150
	スライド番号 151
	スライド番号 152
	スライド番号 153
	スライド番号 154
	スライド番号 155

